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人間の安全保障委員会 
最終報告書要旨 

2003年 5月 1日
人間の安全保障委員会事務局
障」 

、映像などが世界を駆け巡る今日、人々の安全は相互に結びついて

化は、新たな可能性を切り開く一方で政治経済的な不安定や内戦な

間 80 万人以上の人々が暴力によって生命を失い、28 億人が貧困、
の困難な状況に直面している。また、紛争と欠乏は相互に関連して

ものの、欠乏は暴力に結びつく多くの要因を内包するといえる。逆

、信頼を破壊し、貧困と犯罪を増加させ、経済を停滞させることは

険要因に効果的に対処するには包括的な手段が必要となる。 

障」を希求するのは今日の世界のさまざまな課題に対応するため

要因に対応するためには、政策と制度をさらに強化し包括的なも

は安全保障に引き続き一義的な責任を有するが、安全保障の課題

主体が新たな役割を担おうとする中で、われわれはそのパラダイ

。安全保障の焦点は国家から人々の安全保障へ、すなわち「人間

くてはならない。 

間の中枢にある自由を守ることである。「人間の安全保障」は人間

に拠って立ち、死活的かつ広範な脅威から人々を守ることを意味

保障」は生存、生活及び尊厳を確保するための基本的な条件を人々

を構築することでもある。さらに、「人間の安全保障」は「欠乏か

由」、あるいは自身のために行動する自由といった様々な自由を結

力強化」はこうした目的を達するための総合戦略である。人々を危

一貫した規範・プロセス・制度を国際社会が協調して構築する必

化することにより、人々は自らの可能性を開花させ意思決定に参

と能力強化は相互補完関係にあり、多くの状況で双方ともが必要

家の安全保障」を補完し、人間開発を伸長させるとともに人権を

障」は、人間中心の考え方である点、また従前の安全保障概念上は

険要因に対応する点で、「国家の安全保障」を補い得る。また、「下

ることで、人間開発の焦点を「衡平を伴う成長」の先へと広げる。

間の安全保障」の核心を形成する。 

々が統治に参画するとともに自らの意見を政策に反映させること

開発のはじめの一歩である。このためには、強靱な制度づくり、法

の能力を強化することが必要不可欠である。
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人々の安全を確保する方途 
 
「人間の安全保障」は、紛争や欠乏への取組みを強化し統合する試みである。国連のミレニア

ム宣言とミレニアム開発目標（MDGs）はそのような取組みの例として挙げられよう。人間の
安全保障を実現するには、人々が直面する死活的かつ広範な脅威に幅広く取組むことを通じ、

国際社会の取組みの基盤であるミレニアム開発目標を越えていくことが必要である。 
 
暴力を伴う紛争下における人々の保護：紛争下の犠牲者の多くは文民である。文民を保護する

ためには、法規範と制度の両面を強化するとともに、政治的、軍事的、人道的側面と開発の全

てを包括的に捉えた戦略を策定する必要がある。委員会は、あらゆるレベルの安全保障機関が

「人間の安全保障」を正規の安全保障問題として位置づけることを提案する。例えば市民権と

人道法の扱いに関し既存の人権保障制度には致命的な欠陥があるが、そうした欠陥を是正し人

権侵害の加害者が刑罰を免れることのないよう措置することが必要である。こうした取組みを

支えるのは、コミュニティを基盤とし人々の間の共存と信頼の醸成をねらいとする戦略である。

また、人道支援を通じ人々が生きていく上で必要な物資を供給することも喫緊の課題であり、

なかんずく女性や子ども、高齢者もしくはその他の弱い立場にある人々の保護は優先事項であ

る。同様に優先されるべき課題として、武器の拡散防止、天然資源や人間の違法取引の防止等

を通じ、武装解除を進めるとともに犯罪を防圧することが挙げられる。 
 
移動する人々の保護と能力強化：移動すること、移住することは多くの人々に暮らしをよくす

る機会を提供する。一方、紛争や重大な人権侵害から逃れようとする人々にとっては移動する

ことが唯一身を守る手段である。慢性的貧困や政治経済状況の急速な悪化により故郷を追われ

る人々もあろう。しかし今日難民を除いては、移動する人々を保護し人の移動を規制する国際

的な枠組みが合意されるには至っていない。こうした国際的枠組構築の可能性が追求されるべ

きであり、そのためにはハイレベルかつ広範な議論と対話の基盤を構築する必要がある。そう

した議論と対話の中では、安全保障と開発に対する国家からの要請と、移動する人々の安全保

障という要請をきめ細かくバランスさせる必要がある。また、難民と国内避難民を確実に保護

し、現状から救済する手段を講じることも重要である。 
 
紛争後の状況下における人々の保護と能力強化：停戦と和平交渉により紛争が終結しても、そ

のことが即ち平和と人間の安全保障をもたらすわけではない。「紛争下にある人々を保護する責

任」は、「再建する責任」と併せて考えるべきである。紛争によって荒廃した国家の再建には、

人々の保護と能力強化を主眼とする新たな枠組みと資金戦略が必要となる。この点「人間の安

全保障フレームワーク」が重要視するのは人々に影響を与える多くの問題の相互連関であり、

中でも、文民警察の強化と戦闘員の動員解除推進により治安を改善すること、避難民のニーズ

に迅速に対応すること、復興と開発を並行して進めること、和解と共存を促進すること、そし

て効果的なガバナンスを推進することが中心的な位置を占める。また、このような取組みを成

功に導くためには、人々になるべく近いところで、全ての関係主体が単一のリーダーシップの

下に行動する必要がある。さらにこうした枠組みが紛争後の状況下で機能するためには、現場

の視点を重視し、関連の活動の計画策定、予算編成及び実施が首尾一貫して行われることが必

要不可欠であり、こうした要請に応える新たな資金戦略が必要となる。 
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経済の安全保障－さまざまな選択肢の中から選ぶ力：極貧は依然として広範囲に蔓延している。

貧困を撲滅するためには、市場が適切に機能することに加え、市場外の制度や機関が発達する

ことが重要である。国際貿易体制が効率的かつ衡平であること、経済成長の恩恵が極貧下の人々

に届くこと、利益が公平に分配されることが必要不可欠である。「人間の安全保障」は、慢性的

貧困ばかりではなく急速な経済状況の悪化や自然災害、そしてそうした危機の社会的影響にも

焦点を当てる。危機が発生した際に人々を守るためには、あるいは人々が貧困から脱却できる

ようにするためには、困難な状況下の人々の基本的なニーズと経済的社会的な最低限度を満た

し得るような社会制度を整備する必要がある。世界人口の 4分の 3はなんらの社会保障の対象
ではないか、ないしは安定した職業に就くことができないでいるという事実にかんがみれば、

すべての人々がその暮らしを維持し、労働に基づく経済的安全を得られるようさらなる努力が

必要である。土地の所有に関する権利、融資、教育、住宅へのアクセスは、特に貧しい女性に

とっては死活的である。また、資源の衡平な分配は暮らしを支えていくための鍵であり、人々

自身の能力と創意工夫を鼓舞する役割をも果たす。社会保護施策とセーフティネットは、社会

的経済的な最低限度基準の充足を促進する。国家は、国際社会の支援をも活用し、自然災害と

経済及び金融危機に対処するための早期警戒措置と予防措置を講ずる必要がある。 
 
人間の安全保障のための保健衛生：保健サービスの進歩とは裏腹に、2001年だけで 2,200万も
の人々が予防可能な疾病により命を失った。また、HIVエイズは保健衛生史上最も破滅的な疾
病となりつつある。世界的な感染症、貧困に起因する健康への脅威、及び暴力に起因する健康

の剥奪は、緊急性と深刻度及び社会への影響にかんがみ特に重要であり、保健衛生に従事する

者は保健サービスを公共財として促進すべきである。疾病の根本的原因を取り除き、早期警戒

システムを提供するとともにひとたび危機が発生した時にその影響を緩和するためには、人々

の情報へのアクセス確保を含めた社会制度整備に投資を行うとともに、保健に関する社会的行

動を支援する必要がある。なかんずく、救命効果のある薬剤へのアクセスは途上国の人々には

死活的である。この点、知的所有権に関する衡平な国際体制を確立し、研究開発に対するイン

センティブを確保することと、救命効果のある薬剤が入手可能になることとのバランスを図る

必要がある。国際社会はまた、例えば感染症に対する世界的な監視体制もしくは管理システム

の構築を促進するため、世界的なネットワークとパートナーシップを形成する必要がある。 
 
人間の安全保障のための知識、技術、及び価値観：「人間の安全保障」の実現にあたり、知識、

生活技能及び多様性の尊重が、基礎教育と公共情報によりもたらされるという側面はとりわけ

重要である。委員会は、特に女児教育の重要性に力点を置き、初等教育の完全普及を実現する

ため国際社会が積極的に支援を行うことを勧告する。学校は、性的暴力を含むあらゆる暴力か

ら生徒を保護する場所であるべきであり、生徒を身体的な危険にさらすことは許されない。ま

た、教育は偏向のない教育課程と教授法を通じ、多様性への尊重を育むとともに多様なアイデ

ンティティを促進すべきである。公共メディアの存在は、生活技能や政治に関する情報を提供

するのみならず人々に公共の場での発言権を与える意味で重要である。教育とメディアの役割

は、雇用機会の拡大や各家計での健康増進に資する情報や技能を提供することにとどまらず、

人々が積極的にその権利を行使し責任を果たせるよう支援することをも含むべきである。 
 
 
 
 - 3 -



上述の各論に基づき、委員会は以下の分野における政策的結論に達した。 
1. 暴力を伴う紛争下にある人々を保護すること  
2. 武器の拡散から人々を保護すること  
3. 移動する人々の安全確保を進めること  
4. 紛争後の状況下で人間の安全保障移行基金を設立すること  
5. 極貧下の人々が恩恵を受けられる公正な貿易と市場を支援すること  
6. 普遍的な生活最低限度基準を実現するための努力を行うこと  
7. 基礎保健サービスの完全普及実現により高い優先度を与えること  
8. 特許権に関する効率的かつ衡平な国際システムを構築すること  
9. 基礎教育の完全普及により全ての人々の能力を強化すること  

10. 個人が多様なアイデンティティを有し多様な集団に属する自由を尊重すると同時に、こ
の地球に生きる人間としてのアイデンティティの必要性を明確にすること。 

 
多様な取組みの相互連関 
 
これら一つひとつの政策的結論を推し進めるにあたり、必要なのは力を合わせていくことであ

る。公的部門、民間部門、市民社会の活動主体がネットワークを形成し、規範を明確なものと

して発展させ、一体となって行動に参画するとともに進歩状況と実績を見守っていくことが求

められる。こうしたプロセスの中では国境を越えた水平的な連携が力を有するようになり、従

来型の縦割り権力構造を補完するようになる。そしてこうした水平的連携が、胎動する国際世

論に「声」を与え始めるのである。この意味で「人間の安全保障」は、既存の多くのイニチア

チブを相互に関連づける触媒としての機能を果たしうる。 
 
一方、効果的かつ適切な資源の動員も必要である。追加的な資源確保のためのコミットメント

と同時に、最も必要とする人々へ資源を振り向ける必要がある。この点、委員会は「国連人間

の安全保障基金」への貢献の重要性を認識するとともに、その拠出基盤の拡大を勧奨する。委

員会はまた「人間の安全保障諮問委員会」が設立され、この諮問委員会が人間の安全保障基金

に方向性を与えるとともに人間の安全保障委員会の勧告をフォローアップすることを勧告する。 
 
最後に委員会は、関心国、国際機関及び市民社会が、国連とブレトンウッズ機関を中心とした

「コア・グループ」を形成することを提案する。この提案は、人間の安全保障にかかわる世界

中の活動主体を連携させ、わずかな資源の投入により大きな効果を引き出そうとする重要な取

組みの一環である。
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Outline of the Report of the Commission on Human Security 
 
 
Human security - now  
 
People's security around the world is interlinked - as today's global flows of goods, 
services, finance, people and images highlight. Political liberalization and 
democratization opens new opportunities but also new fault lines, such as political and 
economic instabilities and conflicts within states. More than 800,000 people a year lose 
their lives to violence. About 2.8 billion suffer from poverty, ill health, illiteracy and 
other maladies. Conflict and deprivation are interconnected. Deprivation has many 
causal links to violence, although these have to be carefully examined. Conversely, 
wars kill people, destroy trust among them, increase poverty and crime, and slow down 
the economy. Addressing such insecurities effectively demands an integrated approach. 
 
The report's call for human security is a response to the challenges in today's world. 
Policies and institutions must respond to these insecurities in stronger and more 
integrated ways. The state continues to have the primary responsibility for security. 
But as security challenges become more complex and various new actors attempt to 
play a role, we need a shift in paradigm. The focus must broaden from the state to the 
security of people - to human security.  
 
Human security means protecting vital freedoms. It means protecting people from 
critical and pervasive threats and situations, building on their strengths and 
aspirations. It also means creating systems that give people the building blocks of 
survival, dignity and livelihood. Human security connects different types of freedoms - 
freedom from want, freedom from fear and freedom to take action on one's own behalf. 
To do this, it offers two general strategies: protection and empowerment. Protection 
shields people from dangers. It requires concerted effort to develop norms, processes 
and institutions that systematically address insecurities. Empowerment enables 
people to develop their potential and become full participants in decision-making. 
Protection and empowerment are mutually reinforcing, and both are required in most 
situations. 
 
Human security complements state security, furthers human development and 
enhances human rights. It complements state security by being people-centered and 
addressing insecurities that have not been considered as state security threats. By 
looking at "downside risks", it broadens the human development focus beyond "growth 
with equity". Respecting human rights are at the core of protecting human security. 
 
Promoting democratic principles is a step toward attaining human security and 
development. It enables people to participate in governance and make their voices 
heard. This requires building strong institutions, establishing the rule of law and 
empowering people. 
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Ways to advance the security of people 
 
Human security seeks to strengthen and bring together efforts to address issues such 
as conflict and deprivation. Attempts are being made, for example, to realize the 
United Nations' Millennium Declaration and the Millennium Development Goals 
(MDGs). Achieving human security requires building on and going beyond the MDGs, 
by undertaking efforts to address the full range of critical and pervasive threats facing 
people. 
 
Protecting people in violent conflict: Civilians are the main casualties in conflicts. Both 
norms and mechanisms to protect civilians should be strengthened. This requires 
comprehensive and integrated strategies, linking political, military, humanitarian and 
development aspects. The Commission proposes placing human security formally on 
the agenda of security organizations at all levels. There are critical gaps in how human 
rights are upheld, in respect for citizenship and humanitarian law. These gaps need to 
be closed as well as attention given to ending the impunity of perpetrators of human 
rights violations. Community-based strategies to promote coexistence and trust among 
people will support these efforts. Equally urgent is meeting the life-saving needs of 
people through humanitarian assistance. Special attention should be given to 
protecting women, children, the elderly and other vulnerable groups. Disarming people 
and fighting crime through preventing the proliferation of weapons and illegal trade in 
resources and people has to be a priority. 
 
Protecting and empowering people on the move: For the majority of people, migration 
is an opportunity to improve their livelihood. For others, migrating is the only option 
to protect themselves, such as those forced to flee because of conflicts or serious human 
rights violations. Others may also be forced to leave their homes to escape chronic 
deprivations or sudden downturns. Today, there is no agreed international framework 
to provide protection or to regulate migration, except for refugees. The feasibility of an 
international migration framework should be explored, through establishing the basis 
of high-level and broad-based discussions and dialogues on the need to strike a careful 
balance between the security and development needs of countries, and the human 
security of people on the move. Equally important is to ensure the protection of 
refugees and internally displaced persons, and identify ways to end their plight.  
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Protecting and empowering people in post-conflict situations: Cease-fire agreements 
and peace settlements may mark the end of conflict, but not necessarily the advent of 
peace and human security. The responsibility to protect people in conflict should be 
complemented by a responsibility to rebuild. A new framework and a funding strategy 
are necessary to rebuild conflict-torn states - one that focuses on the protection and 
empowerment of people. Such a human security framework emphasizes the linkages 
among the many issues affecting people, such as ensuring people's safety through 
strengthening civilian police and demobilizing combatants; meeting immediate needs 
of displaced people; launching reconstruction and development; promoting 
reconciliation and coexistence; and advancing effective governance. To be successful, it 



requires setting up unified leadership for all actors close to the delivery point of human 
security. To implement such a framework, a new fundraising strategy should be 
designed for post-conflict situations, at field level, to ensure coherence in the planning, 
budgeting and implementation of human security related activities. 
 
Economic insecurity - the power to choose among opportunities: Extreme poverty 
remains pervasive. The proper functioning of markets as well as development of non 
market institutions are key to poverty eradication. Efficient and equitable trade 
arrangements, economic growth reaching the extreme poor and a fair distribution of 
benefits are essential. Together with addressing chronic poverty, human security 
focuses on sudden economic downturns, natural disasters and the social impacts of 
crises. To make people secure when crisis hits or to enable them to move out of poverty, 
we need social arrangements to meet their basic needs and ensure an economic and 
social minimum. Three-quarters of the world's people are not protected by social 
security or do not have secure work. Efforts to ensure sustainable livelihoods and work 
based security for all need to be strengthened. Access to land, credit, education, and 
housing, especially for poor women, is critical. An equitable distribution of resources is 
key to livelihood security and can enhance people's own capacity and ingenuity. Social 
protection measures and safety nets can advance a social and economic minimum. 
States, supported by the international system, need to establish early warning and 
prevention measures for natural disasters and economic or financial crises. 
 
Health for human security: Despite the progress in healthcare, 22 million people died 
of preventable diseases in 2001. HIV/AIDS will soon become the greatest health 
catastrophe. In their urgency, depth and impact, global infectious diseases, 
poverty-related threats and health deprivations arising from violence are particularly 
significant. All health actors should promote health services as public goods. It is 
essential to mobilize social action and invest in supportive social arrangements, 
including the access to information, to remove the root causes of ill-health, to provide 
early warning systems and to mitigate health impacts once a crisis occurs. Providing 
access to life-saving drugs is critical for those in developing countries. An equitable 
intellectual property rights regime needs to be developed to balance incentives for 
research and development with ensuring people's access to affordable life-saving drugs. 
The international community must also form a global network of partnerships for 
health, promoting, for example, a global surveillance and control system for infectious 
diseases. 
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Knowledge, skills and values - for human security: Basic education and public 
information that provide knowledge, life skills and respect for diversity are 
particularly important for human security. The Commission urges the international 
community to actively help the achievement of universal primary education, with a 
particular emphasis on girls' education. Schools should not create physical insecurities, 
but protect students from violence including sexual violence. Education should foster 
respect for diversity and promote the multiplicity of our identities by employing a 
balanced curriculum and method of instruction. Public media are important as they 
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can provide information on life skills and political issues, and give people voice in 
public debate. Not only should education and the media provide information and skills 
that will improve work opportunities and family health, but they should also enable 
people to actively exercise their rights and fulfill their responsibility. 
 
Based on the foregoing the Commission has arrived at policy conclusions in the 
following areas. 
 

1. Protecting people in violent conflict  
2. Protecting people from the proliferation of arms  
3. Supporting the security of people on the move  
4. Establishing human security transition funds for post-conflict situations  
5. Encouraging fair trade and markets to benefit the extreme poor  
6. Working to provide minimum living standards everywhere  
7. According higher priority to ensuring universal access to basic health care  
8. Developing an efficient and equitable global system for patent rights  
9. Empowering all people with universal basic education  
10. Clarifying the need for a global human identity while respecting the freedom of 

individuals to have diverse identities and affiliations.  
 
Linking the many initiatives 
 
For each of these policy conclusions joint efforts are necessary - a network of public, 
private, and civil society actors who can help in the clarification and development of 
norms, embark on integrated activities, and monitor progress and performance. Such 
efforts could create a horizontal, cross-border source of legitimacy that complements 
traditional vertical structures. This array of alliances could begin to give voice to a 
nascent international public opinion. Human security could serve as a catalytic 
concept that links many existing initiatives.  
 
But effective and adequate resource mobilization is also required. Not only must there 
be greater commitment to providing additional resources but also a shift of priority 
assistance to people in greatest need. In this respect, the Commission recognizes the 
valuable contribution of the UN Trust Fund for Human Security and encourages the 
broadening of its donor base. It also recommends the establishment of an Advisory 
Board on Human Security to provide orientation to the UN Trust Fund and follow-up 
on the Commission's recommendations.  
 
The Commission proposes the development of a core group made up of interested states, 
international organizations and civil society, around the United Nations and the 
Bretton Woods institutions, as a part of its critical initiative-in which a small input of 
resources might leverage great impact-to forge links with disparate human security 
actors in a strong global alliance. 


